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１．決算のポイント 

1 

■ ２０１８年度上半期決算は、増収・減益 

 保険料等収入は、２０１７年１０月より開始した日本生命への一時払 

 外貨建養老保険「ドリームロード」の商品供給が奏功し増収 

 基礎利益は、利差損益が改善したものの、危険差益が減少したことに 

 より減益 

 

■ 保険成績 

 新契約業績は、件数・新契約高・年換算保険料いずれも増加 

 保有契約業績は、件数・年換算保険料は増加、保有契約高は減少 

  

■ 健全性を示すソルベンシー・マージン比率は、前年度末から９．０ポイント 

  低下し、１，０６１．３％ 



２．収支の状況  

２ 

 ■保険料等収入は、２０１７年１０月より開始した日本生命への一時払外貨建養老保険「ドリームロード」
　 の商品供給が奏功したことを主因に、前年同期比２３．８％増の３，４６２億円。
 ■基礎利益は、利差損益が予定利息負担の減少等により改善したものの、危険差益において過去に販売した
　 変額年金保険等の最低保証に係る責任準備金の戻し入れが減少したこと等から、前年同期比５．７％減の
　 ２９９億円。
 ■中間純利益は、有価証券売却益が減少したこと等から、前年同期比１７．９％減の１４０億円。



３．新契約の状況〔個人保険＋個人年金保険〕 

３ 

 ■新契約年換算保険料は、２０１７年１０月より開始した日本生命への一時払外貨建養老保険
  「ドリームロード」の商品供給が奏功したことを主因に、前年同期比２０．５％増の２２８億円
   となった。

　



４．保有契約の状況〔個人保険＋個人年金保険〕 

４ 

 ■保有契約年換算保険料は、２０１７年１０月より開始した日本生命への一時払外貨建養老保険
　「ドリームロード」の商品供給が奏功したことを主因に、前年度末比０．８％増の５，１０８億円
　 となった。



５．保有契約の状況〔団体保険・団体年金保険〕  

５ 

 ■団体保険は、総合福祉団体定期保険の新契約等による増加があった一方、団体定期保険および
   団体信用生命保険における保有減により、前年度末比５．４％減の１２兆５，３５８億円。
 ■団体年金保険のうち、一般勘定は、拠出型企業年金保険の減少により、前年度末比２．５％減の
　 ７，１１５億円。特別勘定は、運用実績が好調であったことおよび販売の推進により、前年度末比
   ４．０％増の１，０１７億円。



６．損益計算書  

６ 

 ■保険料等収入は、２０１７年１０月より開始した日本生命への一時払外貨建養老保険「ドリームロード」
　 の商品供給が奏功したことを主因に、前年同期比２３．８％増の３，４６２億円。

 ■中間純利益は、有価証券売却益が減少したこと等から、前年同期比１７．９％減の１４０億円。



７．貸借対照表・健全性  

７ 

 ■国内金利の上昇に伴う国内公社債の含み益の減少を主因として、ソルベンシー・マージン比率は、
   前年度末から９．０ポイント低下の１，０６１．３％、実質純資産額は、前年度末比５．５％減の
   １兆１，４６３億円。



８．有価証券の含み損益 

８ 

 ■国内公社債は、国内金利の上昇により、前年度末から６４８億円減少。
 ■国内株式は、一部銘柄の影響等により、前年度末から５５億円減少。
 ■外国証券は、海外金利の上昇により、前年度末から８４億円減少。
 ■有価証券全体の含み損益は、前年度末から７９１億円減少し、５，４３３億円。


